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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　低温液化ガスを貯留した第１の低温液化ガス容器から低温液化ガスが充填される第２の
低温液化ガス容器に前記低温液化ガスを移充填するための低温液化ガス移充填装置におい
て、前記第２の低温液化ガス容器は、低温液化ガスを第２の低温液化ガス容器内に導入す
る低温液化ガス導入部と、第２の低温液化ガス容器内への低温液化ガス導入時に第２の低
温液化ガス容器内のガスを導出するガス導出部とを有する移充填用連結部を備え、前記低
温液化ガス移充填装置は、前記低温液化ガス導入部に接続されて第１の低温液化ガス容器
内の低温液化ガスを第２の低温液化ガス容器に向けて導出する低温液化ガス導出部と、第
２の低温液化ガス容器の前記移充填用連結部が着脱可能に装着される第２の低温液化ガス
容器装着部と、該第２の低温液化ガス容器装着部を前記低温液化ガス導出部に向けて直線
的に移動させる接続側移動手段と、前記第２の低温液化ガス容器装着部を前記低温液化ガ
ス導出部から離れる方向に移動させる分離側移動手段と、前記第２の低温液化ガス容器装
着部が前記低温液化ガス導出部に接近して前記低温液化ガス導入部と前記低温液化ガス導
出部とが接続状態になったときに該接続状態を保持する接続状態保持手段とを備え、前記
低温液化ガス導入部と前記低温液化ガス導出部とは、あらかじめ設定された接続状態にな
ったときにのみ開弁状態となる移充填連結弁をそれぞれ備えるとともに、前記ガス導出部
は、低温液化ガス導入部と低温液化ガス導出部とがあらかじめ設定された前記接続状態に
なったときにのみ開弁状態となる排気弁を備えている低温液化ガス移充填装置。
【請求項２】
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　前記接続側移動手段は、下方に向けて押動する接続側レバーと、該接続側レバーの押し
下げ動作によって作動する複数のリンク部材を組み合わせたトグル機構とを備えている請
求項１記載の低温液化ガス移充填装置。
【請求項３】
　前記接続状態保持手段は、前記トグル機構が、前記移充填連結弁の接続前の状態から接
続後の状態に到る間にデッドポイントを超えて回動することにより、移充填連結弁の接続
状態に保持する請求項２記載の低温液化ガス移充填装置。
【請求項４】
　前記分離側移動手段は、下方に向けて押動する分離側レバーと、該分離側レバーの押し
下げ動作により、前記トグル機構を、前記移充填連結弁が接続している状態から前記デッ
ドポイントを超えて移充填連結弁の接続前の状態に回動させる分離側リンク部材と、前記
第２の低温液化ガス容器装着部を前記低温液化ガス導出部から離れる方向に付勢する付勢
手段とを備えている請求項３記載の低温液化ガス移充填装置。
【請求項５】
　前記分離側移動手段は、前記分離側レバーの押し下げ動作によって前記第２の低温液化
ガス容器装着部を前記低温液化ガス導出部から離れる方向に押動する押動部材を備えてい
る請求項４記載の低温液化ガス移充填装置。
【請求項６】
　前記ガス導出部は、前記低温液化ガス導入部に隣接して設けられており、低温液化ガス
導入部が低温液化ガス導出部に接続したときに、前記第１の低温液化ガス容器の上部に低
温液化ガス導出部に隣接して設けられたガス排出部に同時に接続されて前記排気弁が開弁
状態になり、ガス導出部から導出されるガスが前記ガス排出部を介して装置外部に排出さ
れる請求項１乃至５のいずれか１項記載の低温液化ガス移充填装置。 
【請求項７】
　前記低温液化ガスが医療用の液体酸素である請求項１乃至６のいずれか１項記載の低温
液化ガス移充填装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、低温液化ガス移充填装置に関し、詳しくは、低温液化ガスを貯留した第１の
低温液化ガス容器から低温液化ガスが充填される第２の低温液化ガス容器に低温液化ガス
を移充填する際に使用する低温液化ガス移充填装置であって、例えば、在宅酸素療法用液
体酸素気化式供給装置における親容器（第１の低温液化ガス容器）から子容器（第２の低
温液化ガス容器）に液体酸素を移充填する際に親容器と子容器とを連結する医療用酸素移
充填装置として用いるのに適した低温液化ガス移充填装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、在宅酸素療法用液体酸素気化式供給装置は、室内に設置される大容量の親容器
と、携帯型の小容量の子容器とを備えており、子容器を使用する際には、親容器から子容
器に液体酸素を移充填している。親容器から子容器への液体酸素の移充填は、親容器と子
容器とにそれぞれ設けられている移充填用の連結部を利用者が連結することにより行われ
ている。親容器から子容器に液体酸素を移充填するためのシステムとして、親容器の連結
手段と携帯用子容器の連結手段とを位置合わせして連結した後、子容器側の排気弁を開放
することにより携帯用子容器への液体酸素の充填を開始するシステムが提案されている（
例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第４２１１０８６号明細書
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、前記特許文献１に記載されたシステムでは、親容器の連結手段の高さまで子容
器を持ち上げて、かつ、連結手段の軸の位置合わせを行う動作及び連結後に排気弁を開放
する動作がそれぞれ必要になることから、筋力の弱い高齢者などでは操作が負担になるこ
とがあり、改善が望まれていた。また、上述の医療用酸素だけでなく、一般的に使用され
る液体酸素、液体窒素、液体アルゴン、液化炭酸ガス等の各種低温液化ガスを貯留した第
１の低温液化ガス容器から低温液化ガスが充填される第２の低温液化ガス容器に低温液化
ガスを移充填する際も、より手軽に、かつ、確実に移充填することができる手段が求めら
れている。
【０００５】
　そこで本発明は、簡単な操作で、確実に移充填用連結部を連結して低温液化ガスの移充
填を行うことができる低温液化ガス移充填装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明の低温液化ガス移充填装置は、低温液化ガスを貯留し
た第１の低温液化ガス容器から低温液化ガスが充填される第２の低温液化ガス容器に前記
低温液化ガスを移充填するための低温液化ガス移充填装置において、前記第２の低温液化
ガス容器は、低温液化ガスを第２の低温液化ガス容器内に導入する低温液化ガス導入部と
、第２の低温液化ガス容器内への低温液化ガス導入時に第２の低温液化ガス容器内のガス
を導出するガス導出部とを有する移充填用連結部を備え、前記低温液化ガス移充填装置は
、前記低温液化ガス導入部に接続されて第１の低温液化ガス容器内の低温液化ガスを第２
の低温液化ガス容器に向けて導出する低温液化ガス導出部と、第２の低温液化ガス容器の
前記移充填用連結部が着脱可能に装着される第２の低温液化ガス容器装着部と、該第２の
低温液化ガス容器装着部を前記低温液化ガス導出部に向けて直線的に移動させる接続側移
動手段と、前記第２の低温液化ガス容器装着部を前記低温液化ガス導出部から離れる方向
に移動させる分離側移動手段と、前記第２の低温液化ガス容器装着部が前記低温液化ガス
導出部に接近して前記低温液化ガス導入部と前記低温液化ガス導出部とが接続状態になっ
たときに該接続状態を保持する接続状態保持手段とを備え、前記低温液化ガス導入部と前
記低温液化ガス導出部とは、あらかじめ設定された接続状態になったときにのみ開弁状態
となる移充填連結弁をそれぞれ備えるとともに、前記ガス導出部は、低温液化ガス導入部
と低温液化ガス導出部とがあらかじめ設定された前記接続状態になったときにのみ開弁状
態となる排気弁を備えていることを特徴としている。
【０００７】
　さらに、本発明の低温液化ガス移充填装置は、前記接続側移動手段が、下方に向けて押
動する接続側レバーと、該接続側レバーの押し下げ動作によって作動する複数のリンク部
材を組み合わせたトグル機構とを備えていること、前記接続状態保持手段の前記トグル機
構が、前記移充填連結弁の接続前の状態から接続後の状態に到る間にデッドポイントを超
えて回動することにより、移充填連結弁の接続状態に保持することを特徴としている。
【０００８】
　また、本発明の低温液化ガス移充填装置は、前記分離側移動手段が、下方に向けて押動
する分離側レバーと、該分離側レバーの押し下げ動作により、前記トグル機構を、前記移
充填連結弁が接続している状態から前記デッドポイントを超えて移充填連結弁の接続前の
状態に回動させる分離側リンク部材と、前記第２の低温液化ガス容器装着部を前記低温液
化ガス導出部から離れる方向に付勢する付勢手段とを備えていること、前記分離側移動手
段が、前記分離側レバーの押し下げ動作によって前記第２の低温液化ガス容器装着部を前
記低温液化ガス導出部から離れる方向に押動する押動部材を備えていることを特徴として
いる。
【０００９】
　さらに、前記ガス導出部は、前記低温液化ガス導入部に隣接して設けられており、低温
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液化ガス導入部が低温液化ガス導出部に接続したときに、前記第１の低温液化ガス容器の
上部に低温液化ガス導出部に隣接して設けられたガス排出部に同時に接続されて前記排気
弁が開弁状態になり、ガス導出部から導出されるガスが前記ガス排出部を介して装置外部
に排出されることを特徴としている。また、本発明の低温液化ガス移充填装置は、在宅酸
素療法用液体酸素気化式供給装置における大容量の第１の低温液化ガス容器から携帯型の
小容量の第２の低温液化ガス容器に医療用の液体酸素を移充填する際に使用する移充填装
置であることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の低温液化ガス移充填装置によれば、第２の低温液化ガス容器の移充填用連結部
を装着した第２の低温液化ガス容器装着部を、第１の低温液化ガス容器の低温液化ガス導
出部に向けて直線的に移動させることにより、第２の低温液化ガス容器の低温液化ガス導
入部と第１の低温液化ガス容器の低温液化ガス導出部とにそれぞれ設けられている移充填
連結弁を接続して開弁状態にすることができるので、第１の低温液化ガス容器から第２の
低温液化ガス容器への低温液化ガスの移充填を容易に行うことができる。
【００１１】
　特に、下方に向けて押動する接続側レバーとトグル機構とで第２の低温液化ガス容器装
着部を低温液化ガス導出部に向けて移動させることにより、簡単な操作で低温液化ガスの
移充填を開始することができる。また、トグル機構のデッドポイントを利用して移充填連
結弁を接続状態に保持することにより、簡単な機構で移充填連結弁を接続状態に確実に保
持することができる。
【００１２】
　さらに、下方に向けて押動する分離側レバーの押し下げ動作と付勢手段の付勢力とを利
用して移充填連結弁を分離させることにより、分離側レバーを押し下げるだけの簡単な操
作で移充填連結弁を分離させることできる。また、分離側レバーの押し下げ動作によって
第２の低温液化ガス容器装着部を低温液化ガス導出部から離れる方向に押動する押動部材
を設けることにより、移充填の際の温度低下で移充填連結弁が凍り付いてしまった場合で
も、分離側レバーの押し下げ動作によって移充填連結弁を簡単に分離させることができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の低温液化ガス移充填装置を在宅酸素療法用液体酸素気化式供給装置にお
ける医療用酸素移充填装置に適用した一形態例を示す接続状態の配管系統図である。
【図２】同じく子容器を連結していない医療用酸素移充填装置を背面側から見た斜視図で
ある。
【図３】同じく医療用酸素移充填装置の平面図である。
【図４】同じく医療用酸素移充填装置の底面図である。
【図５】図６のＶ－Ｖ断面図である。
【図６】図３のVI－VI断面図であって、移充填用連結部を装着する状態を示す図である。
【図７】同じく接続側レバーを押し下げて子容器の移充填用連結部を装着した子容器装着
部を液体酸素導出部方向に移動させている状態を示す断面図である。
【図８】同じく移充填連結弁が接続した状態を示す断面図である。
【図９】同じく移充填連結弁を接続状態に保持した状態を示す断面図である。
【図１０】同じく分離側レバーを押し下げて移充填連結弁を分離させている状態を示す断
面図である。
【図１１】同じく子容器装着部が付勢手段の付勢力で子容器着脱位置に戻った状態を示す
断面図である。
【図１２】同じく分離側レバーを押し下げて移充填連結弁を押動部材によって分離させて
いる状態を示す断面図である。
【図１３】同じく子容器装着部が押動部材の付勢力で分離して付勢手段の付勢力で子容器
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着脱位置に戻った状態を示す側面図である。
【図１４】同じく断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本形態例は、本発明の低温液化ガス移充填装置を、在宅酸素療法用液体酸素気化式供給
装置における医療用酸素移充填装置に適用した一形態例を示すもので、移充填される低温
液化ガスは、医療用の液体酸素であり、第１の低温液化ガス容器は、室内に設置される比
較的大型の断熱容器からなる親容器であり、第２の低温液化ガス容器は、外出時に携行可
能な大きさ、重量を有する親容器より小型の断熱容器からなる子容器である。
【００１５】
　医療用酸素移充填装置１１は、在宅酸素療法用液体酸素気化式供給装置における親容器
２１内の液体酸素を子容器３１内に移充填する際に、親容器２１と子容器３１とを液体酸
素を移充填可能な状態で連結するものであって、通常の利用時には、医療用酸素移充填装
置１１は、親容器２１の上部に固定された状態で用いられる。
【００１６】
　まず、図１の配管系統図に示すように、液体酸素を貯留した親容器２１は、液体酸素を
蒸発させて酸素ガスとする蒸発器２２と、該蒸発器２２で蒸発した酸素ガスを供給する酸
素ガス供給弁２３と、親容器２１内で蒸発したガスにより親容器２１内の圧力が所定の圧
力以上に上昇した場合に親容器２１内のガスを供給ラインに供給するための節約弁２４と
、親容器２１内の圧力が異常に上昇したときに親容器２１内からガスを放出する安全弁２
５と、前記医療用酸素移充填装置１１に連結される親側移充填経路２６と、該親側移充填
経路２６に設けられた移充填元弁２７と、親容器２１内に液体酸素を充填する際に使用す
る充填弁２８と、親容器２１内の圧力を表示する圧力計２９とを備えている。
【００１７】
　子容器３１は、前記親容器２１と同様に、液体酸素を蒸発させて酸素ガスとする蒸発器
３２と、該蒸発器３２で蒸発した酸素ガスを供給する酸素ガス供給弁３３と、子容器３１
内で蒸発したガスにより子容器３１内の圧力が所定の圧力以上に上昇した場合に子容器３
１内のガスを供給ラインに供給するための節約弁３４と、子容器３１内の圧力が異常に上
昇したときに子容器３１内からガスを放出する安全弁３５とを備えるとともに、液体酸素
を子容器３１内に導入する液体酸素導入部３６と、子容器３１内への液体酸素導入時に子
容器３１内のガスを導出するガス導出部３７とを有する移充填用連結部３８を備えている
。
【００１８】
　液体酸素導入部３６の先端及びガス導出部３７の先端には、子容器側の移充填連結弁３
６ａ及びガス導出連結弁３７ａがそれぞれ設けられており、子容器側の移充填連結弁３６
ａ及びガス導出連結弁３７ａは、同一方向を向けて所定間隔で隣接した状態で移充填用連
結部３８に設けられている。
【００１９】
　医療用酸素移充填装置１１は、親容器２１から子容器３１に液体酸素を移充填するため
の経路として、前記親側移充填経路２６に接続される液体酸素導出部１２と、該液体酸素
導出部１２の先端に設けられて前記子容器側の移充填連結弁３６ａに接続される移充填連
結弁１２ａと、前記ガス導出連結弁３７ａにガス排出弁１３ａを介して接続されるガス排
出部１３とを備えている。また、ガス排出部１３には、該ガス排出部１３を通って装置外
部に排出されるガス（流体）の温度を測定する温度計１４が設けられている。
【００２０】
　図２乃至図１４は、医療用酸素移充填装置１１の装置構成の一形態例を示すもので、各
図において、左側が前面となっている。まず、図２乃至図６において、医療用酸素移充填
装置１１は、親容器２１の少なくとも上部を覆う筐体（図示せず）に固着するための取付
片１５ａを下部外側に有する箱形の台座部１５と、該台座部１５の上面前部側に、前記移
充填連結弁１２ａ及び前記ガス排出弁１３ａをそれぞれ後方を向くようにして並べて配置



(6) JP 6207377 B2 2017.10.4

10

20

30

40

50

した充填用連結弁部１６と、台座部１５の上面に設けられた子容器装着部１７と、台座部
１５の正面向かって左側に設けられて子容器装着部１７を充填用連結弁部１６に接近する
方向に移動させる際に使用する接続側レバー１８と、台座部１５の正面向かって右側に設
けられて子容器装着部１７を充填用連結弁部１６から離れる方向に移動させる際に使用す
る分離側レバー１９とを備えている。
【００２１】
　前記子容器装着部１７は、下方が開口した箱状に形成されており、この子容器装着部１
７と前記台座部１５とには、台座部１５に対して子容器装着部１７を前後方向に移動させ
るための各種部材が配置されている。まず、台座部１５の前後両端部に設けられたガイド
棒支持部材１５ｂ，１５ｃには、前後方向に平行な２本の第１ガイド棒４１が設けられて
おり、子容器装着部１７の前壁１７ａ及び後壁１７ｂには、前記第１ガイド棒４１が貫通
するガイド孔（図示せず）がそれぞれ設けられている。また、前部側のガイド棒支持部材
１５ｂと前壁１７ａとの間の第１ガイド棒４１の外周には、子容器装着部１７を後方に付
勢する第１スプリング４１ａがそれぞれ設けられている。
【００２２】
　子容器装着部１７の上面には、移充填用連結部３８の底板に設けた３箇所の位置決め孔
３８ａに対応した位置決めピン４２ａが３箇所に設けられるとともに、後端部には、子容
器装着部１７に装着した移充填用連結部３８の後端を当接部材４２ｂを介して支持する支
持片４２ｃが設けられている。また、前壁１７ａには、後部側に向かって２本の第２ガイ
ド棒４３ａと１本の第３ガイド棒４３ｂとが設けられており、子容器装着部１７の下面に
は、第２ガイド棒４３ａ及び第３ガイド棒４３ｂにガイド部４３ｃを介して移動可能にガ
イドされるスライド部材４３ｄが設けられるとともに、前壁１７ａとスライド部材４３ｄ
との間の第２ガイド棒４３ａの外周には、子容器装着部１７に対してスライド部材４３ｄ
を後方に付勢する第２スプリング４３ｅがそれぞれ設けられている。
【００２３】
　この子容器装着部１７に装着される移充填用連結部３８の前端部には、前記移充填連結
弁１２ａ及び前記ガス排出弁１３ａに対向するように、前面側を向いて前記移充填連結弁
３６ａ及び前記ガス導出連結弁３７ａが並べて配置されている。移充填連結弁１２ａと移
充填連結弁３６ａ、及び、ガス排出弁１３ａとガス導出連結弁３７ａには、あらかじめ設
定された接続状態になったときにのみ自動的に開弁し、非接続状態では自動的に閉弁状態
となるセルフシール式のカップリングがそれぞれ用いられており、子容器装着部１７が前
方に移動し、移充填連結弁１２ａと移充填連結弁３６ａ、及び、ガス排出弁１３ａとガス
導出連結弁３７ａが、それぞれ確実に接続された状態で液体酸素の移充填が行えるように
形成されている。
【００２４】
　台座部１５の内部には、子容器装着部１７を前後進させるとともに、前進位置で保持す
るためのトグル機構４４が設けられている。このトグル機構４４は、台座部１５の後部側
上部に設けられた固定軸４４ａに基端部が連結された第１リンク部材４４ｂと、前記スラ
イド部材４３ｄに設けられた移動軸４４ｃに先端が連結された第２リンク部材４４ｄと、
第１リンク部材４４ｂの先端部と第２リンク部材４４ｄの基端部とを連結する連結軸４４
ｅとを備えている。また、第１リンク部材４４ｂの中間下部には、トグル機構４４を作動
させる際に用いられる駆動ピン４４ｆが設けられている。
【００２５】
　前記接続側レバー１８の基部に連結した接続側回動角軸４５ａは、台座部１５を左右方
向に貫通しており、該接続側回動角軸４５ａには、接続側レバー連結側から順に、接続側
歯車部材４５ｂ、接続側駆動部材４５ｃ、接続解除用部材４５ｄが設けられている。接続
側駆動部材４５ｃの先端部には係合凹部４５ｅが設けられており、該係合凹部４５ｅ内に
前記駆動ピン４４ｆが係合している。
【００２６】
　一方の分離側レバー１９の基部に連結した分離側回動角軸４６ａは、前記接続側回動角
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軸４５ａの前部側で台座部１５を左右方向に貫通しており、該分離側回動角軸４６ａには
、分離側レバー連結側から順に、分離側歯車部材４６ｂ、分離側駆動部材４６ｃが設けら
れている。また、接続側回動角軸４５ａ及び分離側回動角軸４６ａには、接続側レバー１
８及び分離側レバー１９を上昇方向に付勢する軸スプリング４５ｆ，４６ｄがそれぞれ設
けられており、前記各歯車部材４５ｂ，４６ｂは、台座部１５の側壁に設けられた回転型
ダンパー４５ｇ，４６ｅにそれぞれ歯合している。また、分離側駆動部材４６ｃの回動端
部には、分離用駆動ピン４６ｆが設けられている。
【００２７】
　前記移充填連結弁１２ａ及び前記ガス排出弁１３ａの間と、両弁の１２ａ，１３ａの両
側の３箇所には、移充填連結弁１２ａ及びガス排出弁１３ａから移充填連結弁３６ａ及び
ガス導出連結弁３７ａを、付勢手段の付勢力に頼らずに強制的に分離させるための強制分
離部材４７がそれぞれ設けられている。各強制分離部材４７は、左右方向に設けられた強
制分離回動軸４７ａにそれぞれ固着されており、台座部１５の右側壁を貫通した強制分離
回動軸４７ａの先端には、強制分離部材４７を作動させるための強制分離駆動部材４７ｂ
が設けられるとともに、分離側レバー１９の中間上部には、該分離側レバー１９があらか
じめ設定された角度以上回動したときに強制分離駆動部材４７ｂを回動させる強制分離用
押動部４７ｃが設けられている。
【００２８】
　また、台座部１５の上面後部側には、子容器装着部１７の位置を検出するためのリミッ
トスイッチ４８が設けられており、図示しない制御装置で、このリミットスイッチ４８か
らの信号や前記温度計１４からの信号などに基づいて、液体酸素の移充填の状態を監視で
きるようにしている。
【００２９】
　親容器２１から子容器３１に液体酸素を移充填する際には、まず、図６に示すように、
位置決めピン４２ａと位置決め孔３８ａとを合わせて子容器３１の移充填用連結部３８を
子容器装着部１７に装着する。このとき、子容器装着部１７及びスライド部材４３ｄは、
第１スプリング４１ａ及び第２スプリング４３ｅの付勢作用により、充填用連結弁部１６
から離れた基準位置に後退した状態となっており、トグル機構４４は、第１リンク部材４
４ｂと第２リンク部材４４ｄとが下方にＶ字状に折れ曲がった状態となっている。また、
接続側レバー１８は、先端の操作部１８ａが上昇した状態、分離側レバー１９も、先端の
操作部１９ａが上昇した状態となっている。さらに、強制分離部材４７は、強制分離回動
軸４７ａに設けられたスプリング４７ｄによって移充填連結弁１２ａ及びガス排出弁１３
ａの連結面より突出しない基準位置に引っ込んだ状態となっている。
【００３０】
　次に、図７に示すように、接続側レバー１８を下方に押し下げて接続側回動角軸４５ａ
を回動させていくと、接続側駆動部材４５ｃが、図７において反時計回りに回動し、第１
リンク部材４４ｂの駆動ピン４４ｆを介して第１リンク部材４４ｂを固定軸４４ａを中心
にして時計回りに、すなわち、第１リンク部材４４ｂの先端が上方に向かって移動するよ
うに回動させる。第２リンク部材４４ｄは、連結軸４４ｅの上昇に伴って移動軸４４ｃを
充填用連結弁部１６の方向に押動し、移動軸４４ｃの移動によってスライド部材４３ｄが
第２スプリング４３ｅを介して子容器装着部１７を充填用連結弁部１６の方向に押動する
。
【００３１】
　図８に示すように、第１スプリング４１ａを圧縮しながら子容器装着部１７が充填用連
結弁部１６に接近し、移充填連結弁１２ａと移充填連結弁３６ａ、ガス排出弁１３ａとガ
ス導出連結弁３７ａがそれぞれ所定の接続状態になると、子容器装着部１７の充填用連結
弁部１６方向への移動が停止し、この状態で接続側レバー１８を更に下方に強く押し下げ
ると、第２スプリング４３ｅを圧縮しながらスライド部材４３ｄが充填用連結弁部１６の
方向に移動し、図９に示すように、第１リンク部材４４ｂと第２リンク部材４４ｄとが直
線状態のデッドポイントを超えて上方に回動し、両リンク部材４４ｂ，４４ｄの連結部が
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子容器装着部１７の下面に当接し、第１スプリング４１ａ及び第２スプリング４３ｅの付
勢力によってトグル機構４４が各弁の接続状態に保持されるとともに、第２スプリング４
３ｅの付勢力によって各弁が確実に接続した状態に保持される。
【００３２】
　これにより、接続側レバー１８を解放しても、トグル機構４４の作用により、移充填連
結弁１２ａと移充填連結弁３６ａ、ガス排出弁１３ａとガス導出連結弁３７ａの接続状態
が所定の付勢力で保持され、親容器２１から子容器３１に液体酸素が移充填されるととも
に、子容器３１内からガスが排出される。
【００３３】
　移充填終了後は、分離側レバー１９を下方に押し下げると、図１０に示すように、分離
側回動角軸４６ａを介して分離側駆動部材４６ｃが、図１０において反時計回りに回動し
、分離側駆動部材４６ｃの分離用駆動ピン４６ｆが接続解除用部材４５ｄを、図１０にお
いて時計回りに回動させる。この接続解除用部材４５ｄの回動に伴い、接続側回動角軸４
５ａを介して接続側駆動部材４５ｃが時計回りに回動し、第１リンク部材４４ｂが反時計
回りに回動して先端が下方に向かって移動する。これにより、第１リンク部材４４ｂと第
２リンク部材４４ｄとが第２スプリング４３ｅを僅かに圧縮してデッドポイントを超えた
後、両リンク部材４４ａ，４５ａの連結部が下方に移動する。デッドポイントを超えた後
は、第１スプリング４１ａの復元力（付勢力）によって移充填連結弁１２ａと移充填連結
弁３６ａ、ガス排出弁１３ａとガス導出連結弁３７ａが分離し、図１１に示すように、第
１リンク部材４４ｂと第２リンク部材４４ｄとが元のＶ字状に折れ曲がった状態に戻ると
ともに、子容器装着部１７が基準位置に後退し、接続側レバー１８が元の位置に上昇する
。
【００３４】
　この後、分離側レバー１９を解放してから子容器３１を子容器装着部１７から取り外す
ことにより、子容器３１を携帯用の呼気用酸素供給源として使用することができる。
【００３５】
　接続側レバー１８及び分離側レバー１９の上昇速度は、回転型ダンパー４５ｇ，４６ｅ
によって適当な上昇速度に調節することができ、接続側レバー１８や分離側レバー１９が
急激に上昇することがなく、安全性を十分に確保することができる。
【００３６】
　また、移充填連結弁１２ａと移充填連結弁３６ａとの周囲に空気中の水分が付着して凍
り付いてしまい、第１スプリング４１ａの復元力では分離できないような場合でも、図１
２乃至図１４に示すように、分離側レバー１９を更に下方に押し下げることにより、分離
側レバー１９の強制分離用押動部４７ｃが強制分離駆動部材４７ｂを、強制分離回動軸４
７ａを中心に時計回りに回動させ、強制分離回動軸４７ａを介して強制分離部材４７を移
充填連結弁１２ａ及びガス排出弁１３ａの連結面から突出させ、子容器装着部１７を後方
に押動して移充填連結弁１２ａと移充填連結弁３６ａ、ガス排出弁１３ａとガス導出連結
弁３７ａを強制的に分離させることができる。分離後は、第１スプリング４１ａの復元力
により、前述の図１１の状態に戻る。
【００３７】
　このように、接続側移動手段や接続状態保持手段、分離側移動手段として、下方に押し
下げる接続側レバー１８及び分離側レバー１９を用いるとともにトグル機構を用いること
により、親容器２１側に設けられた子容器装着部１７に、子容器３１側に設けられた移充
填用連結部３８を装着した状態で、接続側レバー１８及び分離側レバー１９を所定の順序
で下方に押し下げる操作だけで親容器２１から子容器３１への液体酸素の移充填を行うこ
とができる。これにより、筋力の弱い高齢者などでも、容易かつ確実に液体酸素の移充填
を行うことができる。特に、両レバー１８，１９の操作方向を、いずれも下方へ押し下げ
る動作とすることにより、左右方向や上方向に力を加える場合に比べて容易かつ確実に操
作することが可能であり、また、親容器２１が軽量な場合でも、両レバー１８，１９の操
作によって親容器２１が揺れたり、倒れたりするおそれもなく、安定した状態で移充填操
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作を行うことができる。
【００３８】
　なお、本発明は、前記形態例に限るものではなく、例えば、接続側移動手段や接続状態
保持手段は、前後方向に操作するものであってもよく、電源が得られればモーターなどの
電動構造を採用することも可能であり、接続状態保持手段は、適宜な係合手段を用いるこ
ともできる。さらに、前記形態例に示す医療用の液体酸素の他、産業用、実験用等に用い
られる液体酸素、液体窒素、液体アルゴン、液化炭酸ガス等の低温液化ガスを、適宜な大
きさの第１の低温液化ガス容器から第２の低温液化ガス容器へ移充填するための移充填装
置に適用することも可能である。
【符号の説明】
【００３９】
１１…医療用酸素移充填装置、１２…液体酸素導出部、１２ａ…移充填連結弁、１３…ガ
ス排出部、１３ａ…ガス排出弁、１４…温度計、１５…台座部、１５ａ…取付片、１５ｂ
，１５ｃ…ガイド棒支持部材、１６…充填用連結弁部、１７…子容器装着部、１７ａ…前
壁、１７ｂ…後壁、１８…接続側レバー、１８ａ…操作部、１９…分離側レバー、１９ａ
…操作部、２１…親容器、２２…蒸発器、２３…酸素ガス供給弁、２４…節約弁、２５…
安全弁、２６…親側移充填経路、２７…移充填元弁、２８…充填弁、２９…圧力計、３１
…子容器、３２…蒸発器、３３…酸素ガス供給弁、３４…節約弁、３５…安全弁、３６…
液体酸素導入部、３６ａ…移充填連結弁、３７…ガス導出部、３７ａ…ガス導出連結弁、
３８…移充填用連結部、３８ａ…位置決め孔、４１…第１ガイド棒、４１ａ…第１スプリ
ング、４２ａ…位置決めピン、４２ｂ…当接部材、４２ｃ…支持片、４３ａ…第２ガイド
棒、４３ｂ…第３ガイド棒、４３ｃ…ガイド部、４３ｄ…スライド部材、４３ｅ…第２ス
プリング、４４…トグル機構、４４ａ…固定軸、４４ｂ…第１リンク部材、４４ｃ…移動
軸、４４ｄ…第２リンク部材、４４ｅ…連結軸、４４ｆ…駆動ピン、４５ａ…接続側回動
角軸、４５ｂ…接続側歯車部材、４５ｃ…接続側駆動部材、４５ｄ…接続解除用部材、４
５ｅ…係合凹部、４５ｆ…軸スプリング、４５ｇ…回転型ダンパー、４６ａ…分離側回動
角軸、４６ｂ…分離側歯車部材、４６ｃ…分離側駆動部材、４６ｄ…軸スプリング、４６
ｅ…回転型ダンパー、４６ｆ…分離用駆動ピン、４７…強制分離部材、４７ａ…強制分離
回動軸、４７ｂ…強制分離駆動部材、４７ｃ…強制分離用押動部、４７ｄ…スプリング、
４８…リミットスイッチ 
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